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　若狭町立学校における若狭町給食センターを発生源とした集団食中毒につきましては、児童生徒

の「食」をお預かりしている立場であるにも関わらず、あってはならない不祥事を起こしてしまい、

児童生徒、保護者の皆さまはもちろんのこと、住民の皆さまには、たいへんなご迷惑とご心労をお

かけしました。心から深くお詫び申し上げます。

　若狭町では、食中毒発生以降、町長を本部長に緊急対策会議を立ち上げ、全庁体制で今回の食中

毒に関する対応にあたり、安心安全な学校給食を提供すべく、給食センターにおける衛生管理マニュ

アルの見直しをはじめとした徹底的な再発防止対策を実施いたしました。

　また、二次感染拡大防止のための、手洗いや清掃の啓発、また、小中学校や保育所などをはじめ

とする公共施設での清掃の強化などの対策も実施してまいりました。

　6月 13 日には集団食中毒による感染は終息したとし、6月 15 日から給食センターを再開させて

いただきました。今後も調理員の研修や、衛生管理の徹底に努め、継続して再発防止に取り組んで

まいります。若狭町給食センターの運営につきまして、ご理解を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

【衛生管理マニュアルの改訂】

 　国が定めた学校給食衛生管理基準および大量調理施設衛生管理マニュアルに基づき、若狭町給食センターの施

設や設備に沿った独自の衛生管理マニュアルにより調理作業を行ってきました。

　このたびの食中毒の発生に伴い、衛生管理をさらに向上させるために、食品衛生管理の国際基準である「HACCP

（ハサップ）」の考え方を取り入れ、福井県当局の指導のもとで衛生管理マニュアルを改訂し、再発防止対策を強化

します。

【主な再発防止対策】

　ノロウイルス食中毒予防の４原則である、ノロウイルスを「持ち込まない」、食品に「つけない」、「やっつける」、

「ひろげない」を徹底するために改善した中で、主なものは右記のとおりです。

若狭町立学校集団食中毒発生について

若狭町給食センター改善内容
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◆ソフト面の対策

　①衛生管理を徹底するため、作業区分を細分化するとともに、無理のない作業動線に見直し、

　　調理従事者を増員しました。

　②調理従事者の健康状態により、交代補充が速やかに行えるように人員の補充体制を整えました。

　③国が定めている大量調理施設衛生管理マニュアルでは、細菌の検便は１年を通して毎月１回以上、

　　ノロウイルスの検便は必要に応じ１０月から３月に実施することとされていますが、今後は細菌、

　　ノロウイルスともに、年間を通じて毎月２回実施します。

　④毎日、調理作業前に行う健康調査では、調理従事者の保菌等の状況を確認することがむずかしいため、

　　出勤前に排便を済ませるなど、調理作業中に排便をしなくてすむように心がけることとします。

　⑤胃腸炎症状がある調理従事者は症状がおさまっても、検便で病原体の消失が確認されるまで出勤停止とします。

◆ハード面の対策

　①手洗いの際にノロウイルス汚染をひろげないために、トイレの手洗いを自動水栓に改修しました。

②白衣のノロウイルス汚染を防止するため、トイレに入る前に白衣を上だけでなく下も脱ぐこととしました。
（前室の設置）。給食センター職員以外の来場者も同様の対応になります。　

③再開に向けて外部指導による衛生講習会を実施し、作業前、作業中の手洗い、使い捨て手袋の使用方法（汚染
の可能性があればすぐに交換する等）について再度徹底するとともに、調理場内に手洗いを 2箇所増設しました。

⇨

⇨

⇨
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は食中毒に特に注意 !!
食中毒は毎日食べている家庭の食事でも発生しています。家庭での発生では症状が軽かったり、

発症する人が１人や２人のことが多かったりすることから、風邪や寝冷えなどと思われがちで、

食中毒とは気づかれず、場合によっては重症化することもあります。

湿度や気温が高くなる梅雨の時期は特に注意が必要な季節です。

次ページの「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」を是非ご家庭でも実践してください。

食中毒の主な原因には「細菌」と「ウイルス」があります

■細　菌　
　・温度や湿度などの条件がそろうと食べ物の中で増殖し、その食べ物を食べることで食中毒を引き起こします。
　・夏場（6月～ 8月）に多く発生します。室温（約 20℃）で活発に増殖し始め、人間や動物の体温ぐらいの温
　　度で増殖のスピードが最も速くなります。
　　細菌の多くは湿気を好むため気温が高くなり始め湿度も高くなる梅雨時に増えます。

黄色ブドウ球菌、ボツリヌス菌、セレウス菌、ウェルシュ菌、腸炎ビブリオ、コレラ菌、
腸管出血性大腸菌（0157、0111 など）、サルモネラ、カンピロバクターなど

■ウイルス
 　・食べ物の中では増殖しないが、食べ物を通じて体内に入ると、人の腸管内で増殖し食中毒を引き起こします。
　　低温や乾燥した環境中で長く生存します。
　・冬場（11 月～ 3月）に多く発生しますが、1年中注意が必要です。

ノロウイルス、E型肝炎ウイルス、A型肝炎ウイルスなど

もし、食中毒かなと思ったら…

■嘔吐や下痢の症状は、原因物質を排除しようという体の防御反応です。

　市販の下痢止めなどの薬をむやみに服用せず、早めに医師の診断を受けましょう。

■嘔吐や下痢があった場合は、次亜塩素酸ナトリウム（ハイタ―などの家庭用塩素系漂白剤）で消毒しましょう。

　※ノロウイルスの場合は、アルコールはあまり効果がありません。次亜塩素酸ナトリウムによる塩素消毒か

　　熱湯消毒（85℃以上で 1分以上加熱するかスチームアイロンで加熱）が効果的です。

　※経口感染が主な感染経路なので、手洗いでウイルスを洗い流すことが大切です。せっけんを使い、30 秒以上

         かけて丁寧に洗いましょう。（詳しくは若狭町のHPをご覧ください）

■嘔吐や下痢による脱水が心配です。スポーツ飲料などでの水分補給ができない場合は医師の診察を受けましょう。
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食中毒予防の  つのポイント

【食中毒予防の原則】
原因菌を「付けない、増やさない、やっつける」

家庭でできる

出典：厚生労働省
※ノロウイルスの場合は 85℃以上で 1分間以上加熱が必要です。

原因ウイルスを「持ち込まない、ひろげない、付けない、やっつける」
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　11 月、熊川宿では、20 周年記念事業が開催されます。

「若狭熊川宿まちづくり特別委員会」の宮本哲男会長に、

熊川宿のこれからについてお話をうかがいました。 

「現在、熊川宿は周りに立ち寄るスポットが少ないことも

あり、通過点になっている部分もあります。 これからは、

町並みを歩いておしまいではなく、周辺も巡り長く滞在し

ていただけるようにしていきたいです。豊かな自然をうま

く生かし、たとえば今後完成する河内川ダム周辺も活用し

たり。そして情報発信を続けること、日本遺産としての価

値を上げていくことも大切だと思います」

「ここへ来ようと検索してくださった方が、より興味を持っ

て来ていただけるように工夫しています。おもてなしは

ホームページから！これからも来ていただく方の満足度を

上げていきたいです」 

「たとえば通販の拠点やアンテナショップとして、国際シ

ンポジウムにもあった発酵食品や、地元産のものを販売す

るなど、その道のプロの方にここで商売をしていただける

よう発信していきたいですね。あとは一戸貸しをして、住

んでいただいたり。必要な時に必要とされる方に回してい

けるようにして、商売する人や住む人が増えれば、訪れる

人ももっと増えると思います」 

「新しく熊川宿で生活される人には、ガイドブック《熊川

宿 暮らしのガイド》が手渡されます。区の組織や移住さ

れた方の声も掲載されていて、この一冊で安心して生活が

始められるようになっているんですよ」

「ここはむかしから入れ替わりが多い地域で、新しい人も

入って来やすい雰囲気だと思います。イベントが多いので

すぐ駆り出されるし、あっという間にとけ込めます（笑）」 

「これまでの地域の方々の尽力で、ハード・ソフト共に充

実してきています。この次は人との出会いや交流を大切に

考えていかなければと思っています」

熊川宿では昭和 56 年 6月、福井大学の福井宇洋先生等による町並み保存対策調査が行われ、
同年 10 月に「熊川宿町並みを守る会」が誕生しました。

そして平成 8 年 7月 9日、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されました。
現在のまちづくり活動の母体は、「若狭熊川宿まちづくり特別委員会」。

重伝建地区に選定される以前から、地元住民が主体となり、
町並み保存を機軸としたまちづくり活動を行っています。

7月 9日は熊川宿が重伝建地区に選定されて 20 周年を迎える記念日です。 

重伝建選定
周年

選定前、昭和 50 年代の熊川宿 選定後、整備された現在の熊川宿 宮本哲男会長( Photo：松見正幸 )

→
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「人は美しいものによっても感動しますが、人とのつなが

りに感動するんです。お店に入って美味しかったな、だけ

ではなく、お店のおばちゃんがおもしろかったな、と。そ

ういった心の交流が思い出になります。実際、ツーデーマー

チで熊川の住民のファンになって毎年来てくださるお客さ

んもいて、うれしいです」

「《できる時に、できるだけのことを、みんなでする》のが

熊川宿のいいところ。次の世代の方が、ここに残りたい！

と思える場所にしていきたいです」

ーありがとうございました！

　空き家のお話の際に宮本さんがふとおっしゃった「顔を

合わせると安心でしょう」という言葉が印象的でした。地

域の方と直接会って話すことを大切にされていました。 

　漠然とした「まちづくり」が目に見えるとすれば、ふる

さとの未来を描いて動く人々の「汗」なのかもしれません。 

若狭・三方五湖ツーデーマーチでの長操鍋の振る舞い
( Photo：反田和宏 )

若狭・三方五湖ツーデーマーチ ( Photo：反田和宏 )

若狭熊川宿重伝建選定 20周年記念事業
11/26（土）・27（日）

【第 4回北信越町並みゼミ熊川宿大会の部】

11/26  10:00 ～ 11/27  13:00
■基調講演

「 」
峯村昌子氏（サンケイスポーツ編集局文化報道部次長）
■全国各地の活動報告、まちづくりのパネルディスカッション

【熊川宿重伝建選定 20周年記念フォーラムの部】

11/27  14:00 ～
■基調講演

「 」
陣内秀信氏（法政大学デザイン工学部建築学科）
■参加者によるリレートーク

の

この事業は公益財団法人地域社会振興財団の交付を受けて実施します。
後援：一般財団法人地域活性化センター　
この事業は長寿社会づくりソフト事業として実施します。
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案 内

情情報報ＢＢＢＯＯＯＸＸ

平成 27年度エコクル美方『ガス化溶融施設』公害関係測定結果のお知らせ

エコクル美方ガス化溶融施設の平成 27 年度の稼動実績は、定期修繕工事等に伴う
約 2か月の運転停止期間はありましたが、

当初の年間運転計画に基づいて予定どおり運転を続けることができました。
今後も、住民の皆様に安心して利用していただけるよう、

施設の運転管理業務委託会社と十分に連絡調整を行ないながら、施設の安全運転に努めていきます。
この度、平成 27 年度に実施しました排ガスの測定結果がまとまりましたのでお知らせします。

測定結果については、すべての項目において法排出規制値を下回り、安全な運転状況を確認しています。

〈用語と単位〉
■質量：ng( ナノグラム )…10 億分の 1ｇ
■毒性当量：TEQ( ティーイーキュー )
　…実測濃度に係数をかけて濃度換算した
　　ダイオキシン量の単位
■体積：Nm3( ノルマルリュウベ )
　…1気圧 0℃の 1㎥の体積
■濃度：ppm( ピーピーエム )…100 万分の１　　　　　
※ダイオキシン類の測定数値０は、
　実測濃度が検出下限未満のため。

問い合わせ：美浜・三方環境衛生組合 TEL 0770-45-1215

　　　　　

サマー求人説明会

ハローワークでは、来春、大学や高校を卒業される
学生さんや保護者の方を対象にした

「サマー求人企業説明会」を開催します。
地元企業の各ブースで、人事担当者から説明を
受けたり、面接をすることができます。

是非ご参加ください。

≪敦賀会場≫
■日時：7月 2日 ( 土 )13：30 ～ 16：30
■場所：きらめきみなと館イベントホール
　　　　( 敦賀市桜町 1-1)

≪小浜会場≫   
■日時：7月 9日（土）13：30 ～ 16：00
■場所：JAわかさ会館 3F 大ホール
　　　　( 小浜市遠敷 8-1-1)

問い合わせ：ハローワーク敦賀　TEL  0770-22-4220
                         ハローワーク小浜　TEL  0770-52-1260

案 内

未就業者やフリーター、
就活学生の保護者の方を対象に、現在の就職状況や
親としてできるサポート等についての講演会を

開催します。

■対象：未就業者やフリーター、就活学生の保護者
■日時：7月 9日 ( 土 )10：00 ～ 11：30
■会場： 美浜町生涯学習センターなびあす
　　　　コミュニティールーム
　　　　( 美浜町郷市 29-3)
■内容：講演会「親子で考える未来のキャリア
　　　　～昨今の就職事情と親としての心構え～」
　　  　( 講師：講師東洋経済HRオンライン編集長　
　　　　 　　   田宮寛之氏 )
■その他：参加無料、申込み必要

問い合わせ・申し込み：
ふくいジョブカフェ　TEL 0776-32-4560

保護者向け就活セミナー
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任期満了に伴う参議院議員通常選挙が、7月 10 日に執行されます。
この選挙は、各都道府県の区域を単位として行われる選挙区選挙と、全国を単位として行われる

比例代表選挙のそれぞれに投票する選挙です。

■投票ができる人
　平成 10 年 7 月 11 日以前に生まれた日本国民で、平成 28 年 3 月 21 日以前から若狭町に在住し、
　住民登録をしている方
 
■投票所

第 24回参議院議員通常選挙

18歳選挙権～ふるさとの 未来を決める 投票日～　

■期日前投票・不在者投票 
　投票日当日に、仕事や外出などの事情で自ら投票所に行くことができない、またはその見込みで　　
　ある場合、期日前投票または不在者投票をすることができます。 
　　○ 場所　中央公民館・上中庁舎 
　　○ 日時　6 月 23 日～ 7 月 9 日　午前 8 時 30 分～午後 8 時 
■入場券の郵送 
　投票所入場券は、公示日以降、4 日以内に選挙人ごとに郵送します。

若い世代の意見を政治に取り入れるため、昨年 6 月に公職選挙法の一部が改正されました。
これにより、第 24 回参議院議員通常選挙から、選挙権年齢が「20 歳以上」から「18 歳以上」に

引き下げられることになります。全国で約 240 万人（福井県：約 16,000 人）の方が
新たに有権者となります。選挙は、政治に参加する大切な機会です。当日投票所へ行けない方も、

期日前投票などを活用して大切な一票を投票してください。

Q.  投票に行くメリットは？
　選挙は、みなさんが持っている意見や願いを政治に反映させる貴重な機会です。私たちのくらしは、
　いろいろなところで政治と深く関わっています。豊かな社会を実現するために、政治を行う代表者
　を選ぶのが選挙です。私たちの代表者として、政治をまかせるのですから、選挙はとても大切です。
　貴重な一票を投じることで、私たちの意見や願いが政治に反映されやすくなります。

Q. どの候補者に投票してよいかわからない
　貴重な一票を有効に行使するためには、候補者や政党の政策を知っておく必要が
　あります。次のような方法で、投票の前にしっかり情報収集しておきましょう。 
　　○ 公営ポスター掲示場　　○ 選挙公報　○ テレビ・新聞 
　　○ 政党等のパンフレット　○ 候補者や政党のホームページ　
    　○ 街頭演説・個人演説会

お問い合わせ：若狭町選挙管理委員会　TEL  0770-45-9109
案 内

第 1投票所 
第 2投票所
第 3投票所
第 4投票所
第 5投票所
第 6投票所

第 7投票所 
第 8投票所
第 9投票所
第 10 投票所
第 11 投票所

三十三公民館
明倫小学校
中央保育所
気山保育所
梅の里小学校
岬小学校

とばっこ保育園
瓜生小学校
熊川公民館
若狭町役場上中庁舎
野木小学校
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情報ＢＯＸ

　 　

案 内

案 内

多世帯同居リフォーム支援・多世帯近居住宅取得支援のご案内

子どもを安心して産み育てられ、
高齢者が安心して暮らすことのできる良好な
住環境を創出するため、県と市町が連携して、

同居に必要となるリフォーム工事、
近居のための住宅取得に対して助成します。

《多世帯同居リフォーム支援》
…補助額最大 80 万円 ( リフォーム工事費の 1/2)

①補助対象者 若狭町内に所在し、自ら居住する
　住宅の所有者
②補助対象住宅 リフォーム工事後に
　直系親族の世帯数が１以上増加する一戸建て住宅
〈注意〉賃貸住宅、借家は対象となりません
〈注意〉子や孫などの単身者については世帯と
　　　  みなしません

《多世帯近居住宅取得支援》
…補助額最大 50 万円

①補助対象者　新たに近居するために住宅の建設
　または購入を行う方（近居…直系親族の世帯が
　同一小学校区または概ね車で５分圏内に別に
　居住すること）
〈注意〉子や孫などの単身者については世帯とみな
しません
②補助対象住宅 敷地面積 200㎡以上の一戸建て住宅

■申請期間：7月 1日～ 10 月 31 日
※申請受理期間中に受理した申請の件数が補助予定
　件数を超える場合にあっては、抽選によって補助
　金交付予定者を決定します。
※今年度中 ( 平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3月
　31 日 ) に着工・完了する工事が対象です。

問い合わせ：政策推進課　TEL  0770-45-9112

小児がんピアサポートカフェ

闘病中のご家族や経験者の方、
治療方針や精神的・経済的に不安のある方など、

何でもご相談ください。

■と　き：７月 10 日（日）　13：30 ～ 16：30
■ところ：パレア若狭
■内　容：がんの子どもを守る会福井支部による、
　　　小児がん経験者を交えての情報交換や交流会
■対　象：小児がんのお子様のご家族（治療中を
　　　　　含む）と、お子様を亡くされたご家族
■参加費：無料

問い合わせ：
・公益財団法人がんの子どもを守る会福井支部
　　　　　　　　　　　　　TEL  0776-22-5132
・二州健康福祉センター　 　TEL  0770-22-3747
・若狭健康福祉センター    　 TEL  0770-52-1300

第 66回 社会を明るくする運動

7 月 1 日～ 31 日は
社会を明るくする運動強調月間です。

期間中は、町内各地でさまざまな取り組みが
行われますので、皆さまのご理解とご協力を

お願いします。

  　「犯罪や非行を防止し、
　 　    立ち直りを支える地域のチカラ」

■行動目標
①犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築く
　ための取組を進めよう
②犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

問い合わせ：福祉課　TEL  0770-62-2703

案 内
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不妊治療費助成交付事業について

≪海上保安大学校学生≫

■受験資格
（1）平成 28 年 4月 1日において高等学校または中
等教育学校を卒業した日の翌日から起算して 2年を
経過していない者および平成 29 年 3月までに高等
学校または中等教育学校を卒業する見込みの者

（2）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格がある
と認める者

■受付期間：平成28年8月25日(木)～9月5日(月)

■試験日程
第 1次試験：平成 28 年 10 月 29 日 ( 土 )、
　　　　　　　　　　　10 月 30 日 ( 日 )
第 2 次試験：平成 28 年 12 月 16 日 ( 金 )

≪海上保安学校学生≫

■受験資格
海上保安大学校受験資格の起算日からの経過年数を
5年に置き換えたもの

■受付期間：平成28年7月19日(火)～7月28日(木)

■試験日程
第 1次試験：平成 28 年 9月 25 日 ( 日 )
第 2 次試験：平成 28 年 10 月 18 日 ( 火 ) ～
　　　　　　　　　　　10 月 27 日 ( 木 ) の期間内

問い合わせ：小浜海上保安署 TEL 0770-52-0494
　または、人事院ホームペーをご確認ください
　　　　http://www.jinji.go.jp/saiyo.htm
　

海上保安学校・海上保安大学校学生募集のお知らせ

募 集

新しい家族誕生のため、
不妊治療中のご夫婦を応援する事業です。

平成 28 年 4月から、
事業の内容が一部変更（下線部）となりました。

■対象者
次の要件をすべて満たす方
□１年以上若狭町に住民登録がある方
□国民健康保険法や健康保険法、その他の法律の
　規定による被保険者及びその被扶養者
□治療開始日における妻の年齢が 43 歳未満の方
□町税を完納している方
□県の指定医療機関（人工授精は県内の医療機関
　も含む）で不妊症に関する治療を行っている方
□夫婦の所得の合計額が 730 万円未満である方

■助成対象経費
医療保険適用外の不妊治療費 ( １回の治療の終了し
た日が、平成 28 年 1月 1日～平成 28 年 12 月 31
日の合算した経費 )
※福井県特定不妊治療費助成事業の助成を受けられ
　た場合は、その助成額を控除した額に対して助成
　します。

■助成限度額
上記対象治療費の２分の１（限度額 30 万円）
※年１回の申請ができます。

■申請方法
申請を希望される方は領収書を大切に保管し、１月
末日までに健康課へご連絡ください。

問い合わせ：健康課　TEL  0770-62-2721
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くらしのカレンダー問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

THANKS 　THANKS　THANKS　THANKS
あ り が と う

今月の表紙

情報ＢＯＸ

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

           1     

 2       　3        4         

 5     6        7         

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

さん

さん

さん

さん

さん
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くらしのカレンダー

1
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5
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9
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14

15
16
17
18

19

20

23
24
25

26

27

28

21

22

7
6

29

30
31

７月月
■子育てのこと ■相談ごと ■健康のこと

※ストレス・心の相談は随時受付 ( お問い合わせは子ども若者サポートセンターまで )
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災害時の応援協定を結びました

( 写真：左から森下若狭町長、藪本吉秀三木市長 )

　5 月 31 日、兵庫県三木市の藪本吉秀市
長を若狭町に招き、「災害時相互応援協定」
の調印式が行われま
した。
　若狭町はこれまで
にも、大阪府吹田市、
高槻市、滋賀県高島
市、島根県益田市と
協定を結んでいま
す。
　三木市は神戸市に
隣接する市で、平成
26 年 3 月に福井県
が策定した「福井県
広域避難計画要綱」
において、原子力災
害時の県外避難先に指定された 8市町の
一つです。
　森下町長は広域避難先 8市町を訪問し、

原子力災害時だけでなく、近年の大規模
災害の発生を踏まえ、一般災害時に助け

合える相互応援
協定を提案して
いましたが、この
度、三木市の賛同
があり、協定を結
ぶことになりま
した。
　応援内容には、
食料や飲料水・生
活必需品の提供、
災害時に必要な
車両・資機材の提
供、必要な職員の
派遣、被災者を受

け入れる施設の提供などが盛り込まれて
います。
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環境にやさしい米づくり

　5月 13 日、町と鳥羽小学校の連携により、5
年生 18 人が田植えをしました。田植えをした田
んぼには平成 22 年から毎年コウノトリが飛来し
ましたが、コウノトリが来るような、環境に優
しい米作りをしようと取り組んでおり、この場
所では 5年目になります。
　この日は老人クラブの会員に枠の回し方、苗
の植え方を教わりました。田んぼを、一本植え、
二本植え、三本植えのエリアに分け、今後生育
状態を観察することにしています。
　守本望夢くんは「田んぼがぐにゅっとするの
が楽しかった」と、最後まで熱心に植えていま
した。

枠まわしをする鳥羽小学校の子どもたち

感謝をしながら楽しんで

　5月 13 日、町と三方小学校の連携により、全
校児童 136 人が、田植えをしました。この田ん
ぼでは、川で鯉などが卵を産み付けたシュロを
入れ、卵からかえった魚と共に苗が育つ「ゆり
かご米」を作っています。
　児童を代表して、5年生の橋詰みゆさんが「感
謝をしながら楽しんで植えましょう」と挨拶し、
松村光洋さん ( 鳥浜 ) に植え方を教わりながら 2
学年ずつ田んぼに入り、5畝

せ
の田んぼに苗を植

えました。高学年が低学年の児童に 2、3本ずつ
苗を渡し、植え方を教えながらみんなで丁寧に
植えていました。

一生懸命田植えをする三方小学校の子どもたち

決意表明をする杉森さん

はなひな農園耐候性ハウス

　5月 15 日、若狭町耐候性ハウス開始式が、は
なひな農園 ( 下夕中 ) のハウスで行われました。
大型ハウスでの青ネギ栽培で農家所得向上を目
指す JA 若狭の取り組みで、今回、同農園と小浜
市の農業法人に委託しました。
　ハウスは 10 棟で雪や 30mの風速にも耐える
よう設計されており、ここで育った甘みの強い
青ネギは「若狭幸

しあわせ
福ネギ」として関西方面を中

心に出荷されます。
　代表の杉森尚さんは開始式で関係者や家族に
感謝を伝えた後、「若狭町での農業が第一次産業
として続いていくよう、また若い人たちに職業
として選択してもらえるような農業の可能性を
示していきたい」と決意を述べました。
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梅酒大使、笑顔で梅酒ＰＲ！

　5月 28 日、3代目若狭の梅酒大使の羽鳥早紀
さんと、2代目大使の成川美緒さんが、「道の駅
三方五湖」で、若狭町特産の梅酒やサイダーな
どの試飲を呼びかけ、ＰＲを行いました。2人
は共に若女将インターン生ＯＢで、現在タレン
トの羽鳥さんは前日 27 日にエコファームみかた
で任命式を行ったばかり。笑顔で初仕事に臨み
ました。
　若狭町の梅を使った「BENICHU」や「ベニサ
イダー」を試飲した観光客らは「おいしい」と
笑顔になり、お土産に求める姿も見られました。
羽鳥さんは「若狭美水は全国 2位のおいしい瓜
割の水と梅を使っています」と商品の魅力を伝
え、観光客と和やかに交流していました。

観光客に梅酒を PRする羽鳥さん

詩の表現について話す川上さん

効果的な表現を工夫しよう

　福井の詩人 川上明日夫さんによる詩の講座
「文芸道場」が 5月 13 日に三方中学校で、16 日
に上中中学校で、それぞれ 1年生を対象に開か
れました。川上さんは「詩」について「お互い
を大事にする祈り」と話し、生徒たちが事前に
綴った「愛」をテーマにした 50 文字以内の「一
行詩」について、作品の良いところや、比喩を使っ
た表現の例を紹介しました。生徒は自分自身の
作品を客観的に捉えながら興味深く聞き入って
いました。
　竹村藍里さん ( 上中中 ) は講座を終えて、「『愛』
はよく聞く言葉だけど、深く考えることがなかっ
た。優しさや家族への思いも愛だということが
分かった」と話していました。

関西発のツアーで日本遺産ＰＲ

　5月 24 日、今津東コミュニティセンター ( 滋
賀県高島市 ) で「鯖街道まちづくり連携協議会」
の平成 28 年度総会が開かれ、森下町長や、小浜
市の松崎市長、高島市の福井市長など約 40 人が
出席しました。
　この協議会は、若狭町・小浜市・滋賀県高島
市が鯖街道を通じた結びつきにより、魅力ある
まちづくりに取り組むことを目的として平成 23
年に結成されました。
　総会では、国道 303 号の整備状況の報告や、
日本遺産のＰＲのため、鯖街道と琵琶湖をめぐ
る県境を超えたモニターツアーを行う計画など
が決議されました。総会の様子



まちの話題

　第 25 回若狭・三方五湖ツーデーマーチ」が 5 
月 21、22 日、若狭さとうみパークを発着点に開
催され、県内外から、のべ 4,890 人のウオーキン
グ愛好家が参加しました。
　1日目は三方五湖周辺を巡るコースで、今年は
第 25 回大会の記念として、40km コースにレイ
ンボーラインが組み込まれました。2 日目は熊川
宿や瓜割名水公園を巡るコースでした。チェック
ポイントやゴール地点では特産品のふるまいや屋
台がならび、参加者の疲れを癒しました。
　初夏を感じる陽気の中、参加者は湖などの豊か
な自然を楽しみながらそれぞれのペースで歩き、
若狭町の景色と人々との触れ合いを満喫していま
した。
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さとうみパークから出発する参加者

湖岸沿いの緑の中を歩く

若狭町の自然感じウォーキング

気山なかよしばぁばの会のふるまい

湖畔でお昼休憩

切追にて



　5月 29 日、嶺南の自然や食を楽しむサイクリ
ングイベント「若狭路センチュリーライド 2016」
が、若狭町役場三方庁舎前を発着点として開催さ
れました。地域の活性化をめざして活動する民間
団体「若狭路活性化研究所」が主催するこのイベ
ントは、今年で 5回目の開催となりました。
　朝 6時、全国から集った 1200 人のライダーが
順にスタートしました。
　コースは 160 ｋｍ・120 ｋｍ・80 ｋｍの 3 種
類で、イベントのために特別に解放されたレイン
ボーラインを上り、敦賀市や小浜市を回って若狭
町へ帰ってきます。
　参加者は初夏の若狭路を駆け抜け、自然や人と
の触れ合いを満喫している様子でした。

自転車で感じて！若狭の風
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舟小屋の前を走り抜ける

親子で励まし合いながら！

初夏の若狭みんなで走ろう

　6月 5 日、第 12 回わかさあじさいマラソンが
野木小学校を発着点に開催され 1637 人の参加者
が健脚を競いました。

《上位入賞者》2km親子ファミリー 1位：原田学・眸矢 ( 三碓
陸上クラブ )/2 位：森脇誠・優愛 /3 位：三田村秀一・悠生○
50歳以上男子1位：高田福司 (浜松馬鹿軍団 )/2位：内田武史 (パ
ナソニック ES)/3 位：山本泰典 ( 加悦走友会 ) ○ 3km小学男子
1位：吉澤亮哉 ( 敦賀南小 )/2 位：山藤光 /3 位：森脇覇皇 ( 大
正小 ) ○ 30 歳以上男子 1位：今西智信 ( マソ練 )/2 位：橋本晋
作 /3 位：深山浩規 ( ダイニック ) ○小学女子 1位：若井彩栞 ( 本
能陸上クラブ )/2 位：高津風花 ( 本能陸上クラブ )/3 位：木村爽
風 ( 本能陸上クラブ ) ○中学女子 1位：柴田さくら ( 岡崎 RC)/2
位：奈良岡心 ( 岡崎 RC)/3 位：石田明莉○一般女子 1位：中西
麻美 /2 位：林田有紀 ( 仁愛女子短大 )/3 位：橋本みさえ○ 5km
中学男子 1位：古川大夢 ( 市川中学校 )/2 位：藤田快大 ( 市川
中学校）/3 位：中辻悠斗 ( 小浜第二中学校 ) ○ 39 歳以下男子 1
位：渡邉祐二 /2 位：芝田将矢 ( 若高陸上部 )/3 位：奥共平○ 40
歳以上男子 1位：近藤剛 ( 舞鶴走ろう会 )/2 位：松江賢二 /3 位：
藤井幸一 ( サブゼロ但馬 ) ○一般女子 1位：村上麻樹子 ( 途中
が丘クラブ )/2 位：後藤充代 /3 位：百瀬綾子○ 10km一般男子
1位：秋田賢治 ( 本能陸上クラブ )/2 位：中川祐一 ( 滋賀マスター
ズ )/3 位：嶋田一仁○一般女子 1位：向井成美 /2 位：川中真里
( マソ練 )/3 位：森友紀○ハーフ一般男子 1位：太田智章 ( 尼崎
市陸協 )/2 位：枡本裕真 ( 塩浜工業 )/3 位：水島彰宏○一般女子
1位：加納佐知子 (関体協 )/2位：太田美紀子 (京都炭山修行走 )/3
位：佐々木美紀 (1or8)

　5 年前からハーフに出場されている京都市右京
区の上田格さん。25 年前にくも膜下出血で倒れ、
一時は半身不随になり、今も脳に溜まる水を排泄
するパイプが身体に入れられています。
　初めてハーフマラソンに挑戦したのが 5年前の
あじさいマラソンで、その時のタイムは 2 時間
55 分。タイムが遅いのが恥ずかしいと思った上
田さんは、それをごまかすために、コース脇のゴ
ミ拾いをしながら走り始めたそうです。そのゴミ
拾いマラソンも今年で 4年目。今は普通に走れば
2時間ちょっとでゴールできるそうですが、「くも
膜下出血から復帰し、こうして元気で走れること
に感謝してゴミ拾いマラソンを続けます。来年は
招待選手にしてくださいよ」と笑いながら話して
くださいました。上田格さん
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